
その他

一杯まで締める 一杯まで締める

JL-Pインサート
(内ネジ30mm)

全ネジボルト(右)
(L=70mm)

ターンバックル式高ナット
(24平)

平頭ボルト(左)

JL-Sインサート
(内ネジ30mm)

全ネジボルト(右)
(L=70mm)

ターンバックル式高ナット
(36平)

平頭ボルト(左)

鉄板(150×150×4.5) 鉄板(150×150×6.0)
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φ60

12.95最大使用荷重(kN/本)

(ねじ込み深さ)

(1.32tf/本) (3.34tf/本)

(ねじ込み深さ)

32.73最大使用荷重(kN/本)

6

60
1500（最大寸法）

※現場寸法に合わせて切断いたします。（切断寸法＝有効寸法+20）

60
18
0・
20
0

※蹴上げの高さは180mmと200mmの2種類があります。

打込面

サンKクリア工法

ステップフォーム/
サンKクリア工法

１．油圧ジャッキ等によるカンタン施工
製品据付の高さ調整は、ツメ付油圧ジャッキで行うため、
女性・高齢者の方でも無理なく行えます。

２．はさまれ事故のない安全施工
らくピタ（高さ固定ボルト）とＵ型鉄筋（基礎との一体化
兼用鉄筋）とで、万一ジャッキがはずれた場合でも、製品
にはさまれる事故を防ぐことができます。

３．ブロックと基礎コンクリートが完全一体化
製品に埋込まれた鉄筋は、製品と基礎コンクリートを一
体化させ、また、掛かり止め効果を発揮します。特にＬ型
擁壁は、敷均しモルタル不要で、基礎上面での滑動はな
くなります。

４．幅広い応用施工
製品が大型化するほど機能が発揮され、パネル・階段・
基礎ブロック・Ｌ型擁壁はもとより、大型護岸ブロック・歩
車道境界ブロック・自由勾配側溝、その他幅広く応用で
きます。

●特長

〈高さ固定ボルト〉

省人・省力化・工期短縮・簡単施工・安全施工…トータルコスト縮減！
各種製品に対応可能

大型張ブロック

大型階段ブロック

L型擁壁

M16 M24

ねじ込み深さは、Ｍ16の場合15mm以下には絶対にしないで下さい。またＭ24の場合は20mm以下には絶対にしないで下さい。
※らくピタＡタイプ標準品の他、各種サイズ、及びＢタイプ(上下とも平頭ボルトにしたタイプ)もあります。

■Aタイプ標準品(Ｌ型擁壁例)

らくピタ

下記URLでサンKクリア工法の
紹介ビデオがご覧頂けます。

https://www.youtube.com/
watch?v=7s-9gw4Fyew

形状・寸法

基本形状図

ステップフォーム〈GRC製階段用永久型枠〉

1.大幅な工期短縮
ステップフォームは、コンクリート打設時の型枠として用いると同時に、打設
後も階段の蹴り込み板及び踏み板として利用できるので、型枠の撤去、モ
ルタル仕上げ工事が不要です。

2.コンクリート打設時の確認が容易
踏面が解放されているため、コンクリートの打設状況が直接確認できます。

3.優れた強度、耐久性
GRC（ガラス繊維補強セメント）製型枠なので、強度、耐衝撃性が高く、強靱
で耐久性に優れています。

4.デザイン性
表面に溝のある滑り止め部があり、美しい外観を備えています。

●特長

階段を現場打ちコンクリートで製作する時は、非常に多くの労力と時間を要します。

ステップフォームは、GRC（ガラス繊維補強セメント）の持つ強度を活かし、型枠材と

してはもちろん、そのまま表面仕上げ材とすることで大幅な工期短縮が図れます。

●ステップフォーム
　1段当たり必要部品
（注：お客様準備品）

取付金物：右用左用各1個
（別売り）

取付ボルト・ナット・ワッシャー
：2組

金物取付時

ステップフォームを使用した場合　

階段下部のスラブ型枠を組み立てる

スラブ型枠上に階段状に鉄筋を配筋する

ステップフォームを取り付ける

コンクリートを打設すると同時に
踏み面を仕上げる

取付金物の撤去

施工終了

階段下部のスラブ型枠を組み立てる

スラブ型枠上に階段状に鉄筋を配筋する

コンクリート型枠板（せき板）を組み立てる

コンクリート打設後養生

コンクリート型枠板を解体する

仕上げ用の墨出し作業

すべり止め（ノンスリップ）取付作業

階段蹴り込み部左官仕上げ（モルタル仕上げ）

踏み面のモルタル仕上げ

施工終了

従来工法との比較

従来工法
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